
～令和７年度～
いじめ根絶標語

○三島竹島学園２年　下田平　純也　　傷つけない　友達の心　自分の心

○三島片泊学園１年　楫ヶ瀬　凌季　　せかいから　いじめをなくそう　
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三
島
村
は
、
現
在
七
十
歳
以
上
の
高
齢

者
が
七
十
六
名
生
活
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
方
た
ち
へ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問

に
よ
る
安
否
確
認
、
船
舶
利
用
無
料
化
、

老
人
会
食
、
敬
老
祝
金
の
贈
呈
、
浄
化
槽

使
用
料
の
補
助
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
令
和
三
年
四
月
一
日
役
場
内
に
福
祉

事
務
所
を
設
置
し
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
大
切
な
の
は
健
康
の
維
持

と
生
き
が
い
を
見
出
せ
る
生
活
を
実
現
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
医
師
の
常
駐
が
い
ま
だ

に
実
現
出
来
て
い
な
い
本
村
で
医
療
の
充

実
を
図
る
た
め
看
護
師
二
名
体
制
で
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
、
電
子
カ
ル
テ
等
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

黒
島
の
無
垢
の
蔵
で
製
造
販
売
し
て
い

る
焼
酎
み
し
ま
村
の
原
料
で
あ
る
さ
つ
ま

芋
は
毎
年
、
大
里
の
老
人
会
の
皆
様
方
に

植
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
生
産
に
御
協
力
を

頂
い
て
い
ま
す
。
大
変
な
作
業
で
す
が
皆

さ
ん
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
参
加
し
て
く

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
て
感
謝
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

高
齢
化
が
年
を
追
う
ご
と
に
進
む
三
島

村
で
は
地
域
の
す
べ
て
の
人
た
ち
が
明
日

は
我
が
身
と
自
覚
を
高
め
な
が
ら
ご
協
力

頂
き
高
齢
者
に
と
っ
て
健
康
で
生
き
が
い

を
も
っ
て
生
活
し
て
い
け
る
住
み
よ
い
島

に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

�

村
長　

大
山　

辰
夫

硫黄島　德田セツ子さん（98）

竹島　山元カホルさん（86）大里　日髙政行さん（100）

片泊　木村エリ子さん（88）
　



広報みしま　令和７年10月号　2

　人権意識を高め、いじめの根絶を図るため、毎年実施しています。今年も多くの
素晴らしい作品が寄せられました。特に優秀と認められた作品を紹介します。

三
島
村
「
い
じ
め
根
絶
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」

令和７年度

三
島
片
泊
学
園
　
　
山
　
口
　
志
　
音

「
た
す
け
て
」
を　
伝
え
る
勇
気　
受
け
取
る
勇
気

９年

三
島
大
里
学
園
　
　
土
　
方
　
蔵
之
介

一
人
一
人
が
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ　
Ｏ
Ｎ
Ｅ　
自
分
の
価
値
観
を
大
切
に
！

８年

三
島
竹
島
学
園
　
　
中
　
原
　
奈
々
緒

そ
の
言
葉　
言
っ
た
分
だ
け　
背
負
お
う
罪

７年

三
島
竹
島
学
園
　
　
金
　
子
　
莉
　
士

傷
つ
く
よ　
本
当
に
正
し
い
の　
そ
の
行
動

６年

三
島
大
里
学
園
　
　
池
　
田
　
　
　
蓮

い
じ
め
は　
人
を
傷
つ
け
る　
心
の
ナ
イ
フ

５年

三
島
片
泊
学
園
　
　
楫
ヶ
瀬
　
は
　
な

大
丈
夫
？　
そ
れ
っ
て
相
手　
き
ず
つ
か
な
い
？

４年

三
島
硫
黄
島
学
園
　
　
福
　
迫
　
亜
　
音

ふ
わ
ふ
わ
言
葉　
つ
か
う
と
み
ん
な　
な
か
な
お
り

３年

三
島
竹
島
学
園
　
　
下
田
平
　
純
　
矢

傷
つ
け
な
い　
友
達
の
心　
自
分
の
心

２年

三
島
硫
黄
島
学
園
　
　
坂
　
元
　
叶
　
幸

や
さ
し
く
ね
。
み
ん
な
も
ぼ
く
も　
い
い
き
も
ち

１年

　
離
島
教
育
へ
の
情
熱
あ
ふ
れ
る
研
究
大
会

　

毎
年
、
夏
休
み
に
計
画
さ
れ
て
い
る
「
三
島
村
教

育
研
究
大
会
」
が
、
今
年
も
８
月
８
日
に
鹿
児
島
市

の
長
田
中
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
つ
の
学
園
の
先
生
方
が
一
堂
に
会
し
て
研
修
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
こ
の
大
会
だ
け
で
す
。

　

一
年
に
一
回
の
こ
の
貴
重
な
機
会
を
通
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
園
の
情
報
交
換
、
意
見
交
換
、
そ
し
て

先
生
方
相
互
の
交
流
と
親
睦
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
三
島
は
一
つ
」
を
合
い
言
葉
に
、
53
名
の
先
生

方
の
連
帯
感
と
絆
を
強
く
す
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

三島村教育研究大会

三島村の先生方、勢揃い！ 教育長講話

平木場皓太先生
（硫黄島学園）の事例発表

吉海直先生
（竹島学園）の事例発表

元片泊学園校長の重藤和伸先生
（鹿児島教育事務所指導課長）に
指導助言をしていただきました！ 菊池省三先生の講演

　本大会の全体講師として菊池省三先生をお
招きしました。先生は優れた教師としてNHK
の「プロフェッショナル」に出演して話題と
なり、「世界一受けたい授業」に２回も出演さ
れるなど多くの教師の憧れの教師です。
　特に先生が提唱した「ほめ言葉のシャワー」
は、全国の学校で実践されており学級づくり
に生かされています。
　各学園での実践が楽しみです！
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～
元
気
な
笑
顔
と
と
も
に
～

敬
老
訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

９
月
13
日
（
土
）、
村
内
４
地

区
に
お
い
て
敬
老
訪
問
が
あ
り
ま

し
た
。
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
、
各
地
区
で
は
久
し
ぶ
り
に
顔

を
合
わ
せ
て
お
祝
い
を
分
か
ち
合

う
、
あ
た
た
か
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　

訪
問
で
は
、
村
長
よ
り
高
齢
者

の
皆
さ
ん
へ
「
こ
れ
か
ら
も
お
元

気
で
、
ま
す
ま
す
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
」
と
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、

敬
老
祝
い
金
も
一
人
ひ
と
り
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
受
け
取
ら
れ
た

方
々
か
ら
は
、
笑
顔
や
感
謝
の
言

葉
が
あ
ふ
れ
、
地
域
全
体
が
明
る

い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
里
地
区
の　

日
高
政
行
さ
ん
が
、
９
月
９
日
に

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
政
行
さ
ん
は
好
き
な
刺
し

身
や
黒
砂
糖
を
楽
し
み
な
が
ら
、
今
も
日
常
生
活
を
自
立
し

て
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ペ
ー
ス
に
暮
ら
し
を
大
切
に
す

る
こ
と
、そ
し
て
家
族
の
存
在
が
心
の
支
え
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ら
が
長
寿
の
秘
訣
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
農
業
に

励
む
か
た
わ
ら
、
村
議
を
４
期
務
め
、
神
社
の
宮
司
と
し
て

も
地
域
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
日
高
さ
ん
。
当
日
は
村
長
よ
り

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
と
記
念
品
、
さ
ら
に
村
か
ら
の

お
祝
い
金
も
贈
ら
れ
、
会
場
は
祝
福
の
拍
手
と
笑
顔
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

～数字で見る～
長寿の村　三島村
竹　島　　12名
硫黄島　　24名
大　里　　36名
片　泊　　４名

※令和７年９月１日現在
70歳以上高齢者数

右上：竹島地区　　　左上：硫黄島地区　　　右下：大里地区　　　左下：片泊地区

～百寿のお祝い～
黒島大里の日髙 政行さん



広報みしま　令和７年10月号　4

みしま焼酎　無垢の蔵だより

　日頃から焼酎製造・販売のご協力いただき誠にありがとうございます。
　創業より八年目を迎える今年は、三島村黒島 無垢の蔵敷地内（雨天時は
大里ふるさとセンター）にて『蔵祭り』を開催します。
　当日は、新酒のふるまいや、キッチンカーでの飲食品の販売等、皆様に
も楽しんでいただけるようなイベントを企画しておりますので、奮ってご
参加ください。

みしま焼酎無垢の蔵『蔵祭り』　11月29日に黒島にて開催が決定！

　今年のお盆の期間に、鹿児島中央アミュ広場で『本格焼酎フェス』、センテラス天文館で『焼酎
甲子園』が開催され、特酒営業部隊の２名がそれぞれ参加しました。
　長期連休のため、どちらのイ
ベントも大盛況でした。焼酎み
しま村・メンドンは、他の焼酎
に負けないくらいの注文があり、
特酒営業部隊も思わずにっこ
り・・・。
　今後もたくさんのイベントに
参加し、焼酎を宣伝していきま
す。

特酒営業部隊が『本格焼酎フェス』・『焼酎甲子園』に参加しました‼

島 EXPO（しまづくりキャラバン）に出展！
　９月６日、７日に大阪で行われた島 EXPO（しまづく
りキャラバン）に出展し、島の特産品を販売しました。
当日は、三島村のブースにも多くの方が来場し、椿うど
んや黒島みかんクッキー、大名筍の水煮などを購入して
いただきました。新商品の黒島みかんようかんや大名筍
入りの豚みそも大好評。今回は、６月から竹島に派遣さ
れている地域おこし協力隊の門前さんも一緒に参加し、
来場者の方へ島の魅力を PRしていただきました。

本格焼酎フェスにて 焼酎甲子園にて

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
や
環

境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民

の
福
祉
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

⃝

発
売
期
間

　
９
月
19
日
（
金
）
～
10
月
19
日
（
日
）

⃝

証
票
単
価
（
販
売
価
格
）

　
各
１
枚
３
０
０
円

⃝

当
せ
ん
金

　
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
　
１
等　
　
３
億
円
×
12
本

　
　
前
後
賞　
１
億
円
×
24
本

　
　
※�

発
売
総
額
３
６
０
億
円
・
12
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合

　
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
　
１
等　
　
３
千
万
円
×
50
本

　
　
前
後
賞　
１
千
万
円
×
１
０
０
本

　
　
※�

発
売
総
額
１
５
０
億
円
・
５
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合

⃝

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
９
９

－

２
０
６

－

１
０
０
１

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
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　硫黄島地域担当職員は、９月22日に実施される八朔太鼓踊
りに参加する予定でしたが、ドック期間中でしたので、村営
船の漁業体験船みしまⅡで硫黄島に向かう予定でした。
　しかし、海上悪天候により参加することが叶いませんでし
た。残念ですが、気を取り直して、10月に焼酎メンドン用の
サツマイモの収穫があるので、サツマイモ収穫作業に担当職員
は本気を出したいと思います。

　その他にも地域のイベントがある際は、積極的に参加し、お手伝いが出来れ
ばと思いますので、よろしくお願いします。
【令和６年度】
　村道伐採作業を職員で行いました！慣れない伐採作業に四苦八苦しながらの
作業でした。（後日、筋肉痛）

　竹島地区担当前原です。
　竹島地区では、今年度５月に筍収穫、７月に地区夏祭り、
９月に地区敬老会へ参加し、地域の皆さんと交流を深めまし
た。筍収穫は初めての職員もおり、
体力の限界を感じながらも楽しく
作業をすることができました。今
後も地域でのイベント等に、積極
的に参加していきます。

　片泊地域担当職員は、8/14－8/16にかけて片泊と大里
の夏祭り手伝いに３名参加しました。
　8/14大里の夏祭りに参加し、物販やイベント審査員の
手伝いをさせていただきました。
　8/15午前中は青年会長指示のもと、片泊地区の供養踊
りのための焼鳥を焼き、供養踊りを見学しました。供養
踊りの後は、地域の方々と食事し、その片付けを手伝い
ました。
　午後からの夏祭りでは、焼鳥を焼いたり、司会進行
補助、ビール・ジュースの販売員として活動しました。

　大里地域担当では５月に特攻平和記念祭の支援、６月に移住体験ツアー同行、現地支援
を行い、９月には資源ごみの分別等地域の方にも直接話しを伺
い状況把握に努めてきました。秋にかけて黒島みかんの収穫や
蔵祭り等に参加し、地域の方との語らいや
交流を大切に
して取り組ん
でいきたいと
思います。

片泊

竹島

大里

硫黄島
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11月５日は緊急地震速報情報伝達訓練です
　全国一斉の緊急地震速報情報伝達訓練です。当日は、島内の防災無線から訓練用の放送が流れま
す。放送内で訓練であることを明示しますので、避難等の必要はありません。
■ 訓練実施日時	 令和７年11月５日（水）　午前10時頃
■ 訓練時の放送内容
　（上りチャイム音）　　　　　　　→「ただいまから訓練放送を行います。」
　（緊急地震速報チャイム音）　　　→「緊急地震速報。大地震です、大地震です。」
　「これで訓練放送を終わります。」→（下りチャイム音）
� 問　総務課防災係

経済課主事　　髙田　裕市

　地域の方々との交流を大事にし、何
でも相談できるような身近な職員にな
れるよう日々、頑張ります。これから
よろしくお願いいたします。

つばき園
子育て支援員

髙附　仁美
　９月より硫黄島子
育て広場つばき園に
着任しました。
　島の美しい景色、人のあたたかさを
感じながら、つばき園のかわいい子ど
もたちと一緒に楽しい活動に励んでま
いります。
　皆さまどうぞよろしくお願いいたし
ます。

経済課土木技師　　德留　寛崇

　三島村の皆様のお役にたてるように
努めて参ります。よろしくお願いいた
します。

NEW FACE

新所属（旧所属） 氏名
一般行政職（令和７年９月１日付）
一般行政職経済課長
（経済課技術主幹兼経済係長） 山　田　　　舞

経済課土木技師 德　留　寛　崇
経済課主事 髙　田　裕　市
会計年度任用職員（令和７年９月１日付）
つばき園　子育て支援員 髙　附　仁　美

村職員人事異動村職員人事異動

村税納期のお知らせ（必ず納期を守りましょう）
税　　目 納期限

村県民税　� 第３期
固定資産税　� 第３期
国民健康保険税　� 第３期
後期高齢者医療保険料　� 第３期
介護保険料　� 第３期

10月31日（金）

納付書は各担当から５～７月に年間分の納付書を各世帯に送付してあります。
納付書が見当たらない場合は総務課、民生課の各担当へご連絡ください。

退職職員（令和７年８月31日付） 氏名
経済課長 日　髙　真　吾

民生課主事 内　田　果　歩

教育委員会主事 福　倉　健太郎
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多剤・重複服薬にご注意
●多剤・重複服薬とは？
　複数の病気にかかると、
処方される薬が多くなり
ます。また、一つの病気
であっても、複数の医療
機関を受診すれば同じ効
能の薬が重複することになります。これらを、
多剤・重複服薬といいます。特に高齢者は、持
病が増える可能性も高いためこの状態になりや
すいといえます。

●多剤・重複服薬の及ぼす影響
　こうした多剤・重複服薬は、医療費の負担
が大きくなることはもちろんのこと、効き目の
強い処方薬が重複することで逆に体の不調を引
き起こしたり、服薬が増えるほど副作用のリス
クが高まったりします。こうした状態を「ポリ
ファーマシー」といいます。

●多剤・重複服薬を見直す方法
　①�同じ病気で複数の医療機関にかかる重複
受診をやめましょう。

　②�むやみに薬を欲しがらないようにしま
しょう。

　③�処方された薬について（なぜ必要なのか、
どんな作用があるのかなど）
知っておきましょう。

　④�「お薬手帳」は１冊にまと
めて活用しましょう。

●かかりつけ医（薬剤師）は心強い味方
　かかりつけ医やかかりつけ薬剤師（薬局）を
もつことで、自分の健康状態や薬歴をよく知る
専門家に相談できるなど多くの利点がありま
す。有効に活用して、適正な服薬に努めましょ
う。

　令和８年（2026年）に、
昭和元年（1926年）か
ら起算して満100年を迎
えます。
　昭和の時代は、未曽
有の激動と変革、苦難
と復興の時代でした。

　「昭和100年」を契機に昭和を顧み、先人の
躍動に学び、昭和の記憶を共有することは、
平成以降の生まれの世代にとっても新たな発
見のきっかけとなり、幸せや生きがいを実感
でき、希望あふれる未来を切り拓く機会、平
和の誓いを継承し、将来にわたる国際社会の
安定と繁栄への貢献につなげていく機会とな
ると考え、政府では、「昭和100年」関連施策
を推進しているところです。
　「昭和100年」関連施策は、大きく３つの柱
で取り組んでいます。一つ目は、「昭和の躍動
や体験を発掘し、次世代に伝承していくため
の施策」です。様々な分野の歴史的遺産を収

集・整理するとともに、次の世代が活用しや
すい形で保存・公開するための施策を推進す
るものです。二つ目は、「昭和を顧み、昭和に
学び、未来を切り拓いていくための施策」で
す。昭和を生きた人々の記憶を、昭和を体験
していない人々も含めて共有し、未来を切り
拓く力につなげるための施策を推進するもの
です。三つ目は、「「昭和100年」の機運を盛り
上げるための施策」です。昭和元年（1926年）
から起算して満100年を迎える令和８年（2026
年）に政府主催の記念式典を挙行するととも
に、「昭和100年」の機運を盛り上げるための
施策を推進するものです。
　「昭和100年」関連施策は、昭和を直接体験
していない若い世代も興味関心を持てるもの
となるよう、また、地方公共団体や民間主体
も含めて、全国各地で、「昭和100年」に関連
する多様な取組が推進されるよう、ポータル
サイト・SNS による情報発信を通じて、「昭和
100年」の機運を盛り上げていきます。

詳しくは以下のホームページを御覧下さい。
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/showa100nen/portal/index.html
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貨物・自動車航送等のご予約・お問合せ
　三島村役場 船舶課
　☎０９９－８１３－７７５１　
　〒892-0814　鹿児島市本港新町６番地
　　（みしま旅客待合所・南埠頭３号上屋）

令和7年10月・11月
　　　　　みしま出入港・巡回診療日程
※�出入便（日帰片道）：鹿児島港9：30発→各港経由→鹿児島港
19：50着予定。
※�認可申請中の場合、出入港に変更があります。条件により、出
港の場合があります。詳しくは、HPをご覧ください。
10月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

みしま
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入出入 出
入出入出
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入出入出
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※10月の担当医は　平田　悠哉 医師です。また船便により、日程が変更する場合がありますのでご了承ください。

来　　月　　船　　便　　予　　定

11月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

みしま
出入港 出入出

入 出入出
入出 入 出入出入出

入
出
入出入 出

入出入

人　口／３５４人　（－１）
　男性／１８６人　（－１）
　女性／１６８人　（±０）
世帯数／２０３世帯（－１）
　　（令和７年９月１日現在）

広報みしま第637号10月１日発行
編集　三島村役場広報係
〒892-0821
鹿児島市名山町12番18号

☎099-222-3141

村ホームページを
ご覧いただけます。

三島村 検索

９月12日の子牛せり市成績
　本村は、去勢９頭、めす12頭の計21頭を出荷しました。
　総売上は１千15万３千円（税抜）、登記牛の平均価格は48
万３千円でした。

去　　　勢 め　　　す

平均価格 51万５千円 45万９千円

前 回 比 ２千円高 １万８千円高

最高価格 68万６千円 55万２千円

出 荷 者 硫黄島　　みしま農産（有） 硫黄島　　正木　浩二

血 統 紀多福－華忠良－喜亀忠 金吉幸－華春福－金幸

去勢・めす

最高価格

写真　　

次回のせり市は10月11日（土）です。

【お詫びと訂正】９月号７ページ　こじか
号（巡回歯科診療）についてのお知らせ
で硫黄島10月17日（金）『９時～』と記し
てありましたが、正しくは　『15時～』で
した。申し訳ありませんでした。

三島村ホームページ


